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オーギュストロダンの胸像1909年

アポロンの頚部(大台座付､最終作)
1898-1909年
PhDtO@Musee Bourde"e,Parks

両手のあるベートーヴェン1905年頃
Photos)Musee Bourdel le,Pa｢lS

果実(果実の裸婦)く小) (習作) 1 906年　　ペネロープ(中〉 (つま先が見え紡錘のない最終作)
PhDtD⑥Musee Bou｢delle Pa‖S　　　　　　　　　　1 905-09年

サッフォー(大) (第2習作) 1887-1925年　　　　　　　　　　　　剣を持つ戦士(小) 1896-97年
photo⑥ Musee BDurde‖e. P∈打IS Photo◎M usee BourdeLle.Pa rlS

ANTOINE BOURDELLE

参考プールデル葉術館(パリ)谷哲夫掘影 参考プールデルのアトリエ(ブールデル美術館内､パリ)谷哲夫投影

エミール-アントワ-メ.プールデル(1861-1929) 0

彼はロダンを師として尊敬し､ロダンもまた彼の芸術の

最も深い理解者でした｡この偉大な二人の彫刻家が

遭遇することで､近代彫刻はその革新の出発点を迎

えます｡すなわち､ブールデルはロダンの彫刻の肉付

けと明暗の秘技を知り､さらにその制約を超えて､人

体の自由奔放な建築的造形に向かっていくことになっ

たのです｡

こうして､ブールデルの作品は､欧米はもとより日本

でも多くの美術館や個人に収集され､ 1968年の国立

西洋美術館での個展をはじめ､展覧会も数を重ねら

れました｡

23歳で南フランスからパリに出てきた若い彫刻家が､

ほどなくアトリエを構えて生涯を過ごすことになった､

モンパルナス近くのその場所に現在､ ｢ブールデル美

術館｣があります｡本展は､このプールデル美術館の

全面的な協力のもと､巨匠の全貌をあらためて顕彰

するものです｡彫刻75点､絵画･デッサン48点という

構成で､ブールデルに親しみを持つ往年のフアンはも

ちろん､今回はじめて出会う人たちにも､彼の作品の

魅力を様々な側面から紹介いたします｡およそ20年

ぶりに日本で開催される待望の展覧会を､どうぞお楽

しみください｡

記念講演会｢ブールデルの魅力｣
E]時9月29日(土)午後2時～

講師干足伸行氏(美術史家､成城大学教授)

会場当館l階講堂　聴講無料(先着200名)

アートをしゃべらあ～と

クイズやゲームを交えて､フールデル作品を何倍も楽しみましょうl

日時1 1月3日(土)午後3時～4時30分

会場●当館2階展示室ほか

対象中学生以上一般20名

参加費観覧券が必要(事前申込制)

手による鑑賞
対象視覚障害者

日時会期中の希望日(お応えできない場合はご了承ください｡ )

申込方法予約制(原則は来館の5日前までにお電話をl)

※当日のお申込も少人数であれば､可能な限り受付lj-ますが､お待

ちいただく場合もあります｡

※ 1匡】につきグループは5人まで｡ご案内は当館学芸員｡

子ども向けのプログラム
(詳細お問い合わせ･お申込は美術館までo事前申込制)

●まるごと探偵クラブ｢ブールデルのひみつを探せl｣ / 1 0月20日(士)

午前1 0時に1 Fエントランスホールに集合1 (活動は正午まで)/小･

中学生60名　参加無料

●子どものアトリ=vo1 14 ｢ねんどで動物をつくろうl｣講師さとう

ゆうじ氏(彫刻家)/10月28日(日)午前の部･午後の部※どちら

かをお選びください｡ /小学生以上一般　各20名/参加費400

円(材料費別途)

●アートで遊ぼうl (鑑賞プログラム)/1 1月3日(士) [プールデル展]･

12月1日(土)[コレクション展Ⅰ].l月12日(土)ロレクシヨン展Ⅱ]･

2月23日(土) [太田儒展]/午前9時30分～1 1時/小学3-6年生

1 5名(矢着順) /なるべく4回連続で受講してください｡参加無料

ギャラリートーク(観覧券が必要)
●当館学芸員が展示作品の解説をいたします｡ 9月22日(土)午後2

時～0 2惜展示室にて

●美術館ボランティア｢clVl (シヴィ) ｣とともに鑑賞しませんか｡毎日

曜日と祝日の午前1 1時～と午後2時～の1日2匡】｡ 2階展示室にて

次回催物のお知らせ
高松市美術館コレクション展1 1 1月23日(金･祝)～12月9日(日)

交通のご案内
JR四国-J R高松駅下車､南へ徒歩15分

ことでん一瓦町駅､片原町駅下車､徒歩1 0分
パス路線- (ショッピング･レインボー循環パス)紺屋町バス停下垂.徒歩2分

駐車場一美術館地下に公営駐幸場(有料､乗用車144台収容)
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